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Ⅰ．調査要領 

 

 

１．調査対象； 東京 30km圏内、大阪 20km圏内に居住する満 13歳～74歳の一般男女。 

 

 

２．標本数（有効回収数）： 1,800 

 

〔内 訳〕 

 計 東京 大阪 

TOTAL 1,800 1,125 675 

男 性 904 572 332 

女 性 896 553 343 

 13～19 歳 71 43 28 

 20 代 137 90 47 

 30 代 186 122 64 

男 40 代 170 111 59 

 50 代 132 83 49 

 60 代 152 90 62 

 70～74 歳 56 33 23 

 13～19 歳 68 40 28 

 20 代 133 85 48 

 30 代 180 115 65 

女 40 代 160 101 59 

 50 代 130 80 50 

 60 代 162 95 67 

 70～74 歳 63 37 26 

 

 

３．標本抽出法； エリアサンプリング法 

 

 

４．調査方法； 留置法（訪問して調査票配布 → 対象者記入 → 訪問回収） 

 

 

５．調査時期； 2012年 9月 21日（金）～10月 9日（火） 
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Ⅱ．標本構成 

 

（１）未既婚 

 

TOTALでみると、「未婚」が 32％、「既婚」が 68％。 

 

男女間に有意差（注）がみられ、未婚率は女性より男性のほうが 5ポイント高い。 

 

性・年齢別にみると、未婚率が高いのは男女とも 20代以下で、20代男性 85％、20代女性 78％。 

また、30代の男女間に有意差がみられ、未婚率は女性より男性のほうが 11ポイント高い。 

 

 

図Ⅱ-１．未既婚 

（注）有意差がある＝本報告書では、信頼度 95％で有意差があることを示します。 

未婚 既婚
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（２）本人職業 
 

性・年齢別の“有職率”（「事務・技術系従事者」「サービス・労務系従事者」「管理職・自由業・

自営業」の計）は以下の通り。 

男性：20代 51％、30代～50代 95％前後以上、60代 72％、満 70～74歳 34％。 

女性：20代 44％、30代 29％、40代 15％。 

 

主婦の職業をみると、40代・50代では「有職主婦」が「専業主婦」を上回っており、特に 40

代では「有職主婦」が「専業主婦」を 30ポイント近く上回っている。 

 

 

図Ⅱ-２．本人職業 
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〔就業形態〕 
 

有職者の就業形態を TOTALでみると、「正規社員（総合職、一般職・専門職）」が 59％、「契

約社員・嘱託社員・派遣社員」が 14％、「パート・アルバイト他」が 28％。 

 

性・年齢別にみると、「正規社員」は男性の 30代・40代でそれぞれ 90％以上、男性の 20代・

50代でそれぞれ 80％台、「パート・アルバイト他」は、女性の 40代以上でそれぞれ 50％以上。 

 

 

 

図Ⅱ-３．就業形態 
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（３）最終学歴 
 

TOTALでみると、「高校卒」が 34％で最も高く、以下「4年生大学卒（大学院卒含む）」26％、

「専門学校・専修学校卒」13％、「在学中」12％、「短大・高専卒」10％と続いている。 

 

東京・大阪間には、「中学卒」で有意差がみられ、東京より大阪のほうが高い。 

 

男女間には、「高校卒」「専門学校・専修学校卒」「短大・高専卒」「4 年生大学卒（大学院卒含

む）」で有意差がみられ、「高校卒」「専門学校・専修学校卒」「短大・高専卒」は男性より女性、

「4年生大学卒（大学院卒含む）」は女性より男性のほうが高い。 

 

 

図Ⅱ-４．最終学歴 
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（４）家族構成 

 

TOTALでみると、「二世代世帯」が 70％で最も高く、「一世代世帯」14％、「三世代世帯」9％、

「単身世帯」7％となっている。 

 

東京・大阪間、男女間に有意差がみられるのは、東京・大阪間の「単身世帯」で、東京より大

阪のほうが高い。 

 

性・年齢別にみて「単身世帯」が 10％以上を占めているのは、男性の 30 代・40 代、女性の

60代と満 70～74歳。 

 

 

図Ⅱ-５．家族構成 
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（５）同居家族人数 
 

TOTAL でみると、「4 人」が 33％で最も高く、以下「3 人」25％、「2 人」18％、「5 人以上」

17％、「1人」7％と続いている。 

 

東京・大阪間、男女間に有意差がみられるのは、東京・大阪間の「1人」と「4人」、男女間の

「2 人」と「5 人以上」で、「1 人」は東京より大阪、「4 人」は大阪より東京のほうが、「2 人」

は男性より女性、「5人以上」は女性より男性のほうが高い。 

 

「2 人」を性・年齢別にみると、男女とも 60 代でそれぞれ 30％台、満 70～74 歳でそれぞれ

60％前後みられる。 

 

 

図Ⅱ-６．同居家族人数 
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（６）配偶者の仕事 
 

TOTALでみると、世帯主の配偶者（奥さま）が「パートに出ている」31％、「常勤で働きに出

ている」11％、「自営や自営の手伝いをしている」7％となっている。（「配偶者はいない」は 15％） 

 

性・年齢別にみると、配偶者の「無職（勤めやパートには出ていない）」が「有職（常勤で働き

に出ている、パートに出ている、自営や自営の手伝いをしている）」を上回っているのは、男性で

は 30代と満 70～74歳、女性では 30代・60代と満 70～74歳。 

 

 

図Ⅱ-７．配偶者の仕事 
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（７）同居している未婚の子ども 

 

〔同居している未婚の子どもの人数〕 

 

TOTALでみると、「2人」が 36％、「1人」33％、「いない」17％、「3人以上」14％となって

いる。 

 

東京・大阪間、男女間でみると、「3人以上」で男女間に有意差がみられ、女性より男性のほう

が高い。 

60代以上で未婚の子どもと同居しているのは、男性 60代で 61％、満 70～74歳で 32％、女性

60代で 54％、満 70～74歳で 35％。 

 

 

図Ⅱ-８．同居している未婚の子どもの人数 
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　　女・13～19歳 <N=68>

　　女・20代 <N=133>

　　女・30代 <N=180>

　　女・40代 <N=160>

　　女・50代 <N=130>

　　女・60代 <N=162>

　　女・70～74歳 <N=63>

17.3

16.2

19.1

15.7

18.9

3.6

3.8

5.9

16.7

39.5

67.9

5.3

6.1

3.8

22.3

46.3

65.1

33.3

33.3

33.3

33.3

33.4

14.1

31.4

39.8

32.9

31.8

42.1

21.4

13.2

32.3

40.0

30.6

40.0

37.7

20.6

35.8

37.0

33.8

35.2

36.4

56.3

43.1

39.8

40.0

37.9

15.1

7.1

58.8

44.4

41.7

51.3

33.1

13.0

9.5

13.6

13.5

13.8

15.8

11.4

29.6

21.9

16.7

21.2

13.6

3.3

3.6

27.9

18.0

12.2

14.4

4.6

3.1

4.8
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〔同居している未婚の子ども〕 

 

表Ⅱ-１．同居している未婚の子ども                                       （％） 

   男  

 

 

Ｎ
 

乳
児

（
０

-１
歳

）
 

幼
児

（
２

-３
歳

）
 

（
４

歳
以

上
）
 

未
就

学
児

 

小
学

１
-２

年
生

 

小
学

３
-４

年
生

 

小
学

５
-６

年
生

 

中
学

生
 

高
校

生
 

・
大

学
院
生

 

短
大

・
大

学
 

そ
の

他
未

婚
 

こ
の

中
に

は
な

い
 

 

 ＴＯＴＡＬ 1,800 1.3 2.5 4.7 4.2 5.1 4.8 8.9 8.1 9.7 22.9 42.1

 東 京 1,125 1.3 3.1 4.6 4.0 5.1 4.8 8.1 8.4 10.2 23.6 41.3

 大 阪 675 1.3 1.5 4.9 4.4 5.2 4.9 10.2 7.4 8.9 21.6 43.3

 

  女 

  

Ｎ
 

乳
児

（
０

-
１

歳
）

幼
児

（
２

-
３

歳
）

（
４

歳
以

上
）

未
就

学
児

 

小
学

１
-
２

年
生

小
学

３
-
４

年
生

小
学

５
-
６

年
生

中
学

生

高
校

生

・
大

学
院
生

短
大

・
大

学
 

そ
の

他
未

婚

こ
の

中
に

は
な

い

 

 ＴＯＴＡＬ 1,800 1.9 2.6 3.2 3.8 4.1 5.6 8.2 8.1 7.3 21.2 47.0

 東 京 1,125 1.8 2.7 3.4 4.0 4.4 6.2 7.7 7.5 7.4 21.2 46.5

 大 阪 675 2.2 2.4 2.8 3.6 3.6 4.4 8.9 9.2 7.1 21.0 47.9
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（８）自動車運転免許所有有無 
 

TOTALでみると、自動車運転免許の所有率は 68％。 

 

東京・大阪間に有意差はみられないが、男女間には有意差がみられ、自動車運転免許の所有率

は女性より男性のほうが 27ポイント高い。 

 

自動車運転免許の所有率が高いのは、男性では 30代～60代（それぞれ 80％以上）、女性では

20代～50代（それぞれ 60％前後以上）。 

 

 

 

図Ⅱ-９．自動車運転免許所有有無 

 

持っている 持っていない

（％）

ＴＯＴＡＬ <N=1800>

　　　東　京 <N=1125>

　　　大　阪 <N=675>

　　　男　性 <N=904>

　　　女　性 <N=896>

　　男・13～19歳 <N=71>

　　男・20代 <N=137>

　　男・30代 <N=186>

　　男・40代 <N=170>

　　男・50代 <N=132>

　　男・60代 <N=152>

　　男・70～74歳 <N=56>

　　女・13～19歳 <N=68>

　　女・20代 <N=133>

　　女・30代 <N=180>

　　女・40代 <N=160>

　　女・50代 <N=130>

　　女・60代 <N=162>

　　女・70～74歳 <N=63>

67.9

68.4

67.1

81.2

54.5

9.9

74.5

89.8

97.6

96.2

84.9

64.3

4.4

59.4

73.3

80.0

64.6

32.1

15.9

32.1

31.6

32.9

18.8

45.5

90.1

25.5

10.2

2.4

3.8

15.1

35.7

95.6

40.6

26.7

20.0

35.4

67.9

84.1
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（９）喫煙状況 
 

TOTALでみると、タバコを“吸う”と 25％が回答。 

 

喫煙率は東京・大阪間に有意差はみられないが、男女間には有意差がみられ、喫煙率は男性 34％

に対し女性 16％と、その差 17ポイント。 

 

性・年齢別にみて喫煙率が相対的に高いのは、男性 30代（52％）、女性 30代～50代（それぞ

れ 20％台）。 

 

 

図Ⅱ-１０．喫煙状況 
 

吸　う 吸わない

（％）

ＴＯＴＡＬ <N=1800>

　　　東　京 <N=1125>

　　　大　阪 <N=675>

　　　男　性 <N=904>

　　　女　性 <N=896>

　　男・13～19歳 <N=71>

　　男・20代 <N=137>

　　男・30代 <N=186>

　　男・40代 <N=170>

　　男・50代 <N=132>

　　男・60代 <N=152>

　　男・70～74歳 <N=56>

　　女・13～19歳 <N=68>

　　女・20代 <N=133>

　　女・30代 <N=180>

　　女・40代 <N=160>

　　女・50代 <N=130>

　　女・60代 <N=162>

　　女・70～74歳 <N=63>

25.1

25.7

24.0

33.7

16.3

35.0

52.2

35.9

37.1

27.0

16.1

18.0

22.2

21.3

20.0

12.3

3.2

74.9

74.3

76.0

66.3

83.7

100.0

65.0

47.8

64.1

62.9

73.0

83.9

100.0

82.0

77.8

78.8

80.0

87.7

96.8
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（１０）ペット飼育状況 
 

TOTALでみると、43％が何らかのペットを“飼っている”と回答。 

 

東京・大阪間、男女間に有意差はみられない。 

 

性・年齢別でみて“飼っている”の回答が相対的に高いのは、男性は満 13～19 歳（飼ってい

る＝54％、以下同様）、40代（48％）、20代（46％）、女性は 40代（48％）、20代 45％。 

 

 

 

図Ⅱ-１１．ペット飼育状況 

 

  

飼っている 飼っていない

（％）

ＴＯＴＡＬ <N=1800>

東　京 <N=1125>

大　阪 <N=675>

男　性 <N=904>

女　性 <N=896>

　　男・13～19歳 <N=71>

　　男・20代 <N=137>

　　男・30代 <N=186>

　　男・40代 <N=170>

　　男・50代 <N=132>

　　男・60代 <N=152>

　　男・70～74歳 <N=56>

　　女・13～19歳 <N=68>

　　女・20代 <N=133>

　　女・30代 <N=180>

　　女・40代 <N=160>

　　女・50代 <N=130>

　　女・60代 <N=162>

　　女・70～74歳 <N=63>

42.8

43.2

42.1

42.9

42.6

53.5

46.0

39.8

47.6

43.9

36.8

32.1

42.6

45.1

40.6

48.1

40.0

44.4

30.2

57.2

56.8

57.9

57.1

57.4

46.5

54.0

60.2

52.4

56.1

63.2

67.9

57.4

54.9

59.4

51.9

60.0

55.6

69.8



Ⅱ．標本構成 

 14

飼っているペットを TOTALでみると、最も高いのは「いぬ」の 18％で、以下「めだか・金魚・

鯉」14％、「ねこ」8％、「かめ」5％と続いている。 

 

 

表Ⅱ-２．飼っているペット                                        （％） 

  

Ｎ
 い

 
 
ぬ

  

め
だ

か
・
金

魚
・
鯉

  

ね
 
 

こ
 

か
 
 

め
 

な
ど

の
昆

虫
 

か
ぶ

と
虫

 

熱
帯

魚
 

こ
と

り
 

そ
の

他
 

何
も

飼
っ

て
な

い
 

 ＴＯＴＡＬ 1,800 18.4 14.2 8.4 4.6 3.4 3.3 2.9 2.9 57.2 

 東 京 1,125 17.6 14.0 9.6 4.6 3.5 3.3 2.7 2.8 56.8 

 大 阪 675 19.9 14.4 6.5 4.4 3.3 3.4 3.4 3.3 57.9 

 男 904 19.0 13.3 8.0 5.2 3.4 3.9 3.1 2.7 57.1 

 女 896 17.9 15.1 8.9 3.9 3.3 2.8 2.8 3.2 57.4 

男
 

13～19 歳 71 23.9 11.3 11.3 9.9 4.2 4.2 4.2 5.6 46.5 

20 代 137 18.2 10.2 9.5 7.3 1.5 4.4 2.9 2.2 54.0 

30 代 186 16.1 14.5 4.8 5.9 5.4 3.8 2.2 3.2 60.2 

40 代 170 20.0 15.3 8.2 5.9 5.3 5.9 4.1 2.9 52.4 

50 代 132 27.3 12.9 6.8 3.0 3.0 5.3 1.5 2.3 56.1 

60 代 152 15.1 11.8 10.5 2.6 1.3 1.3 3.3 2.0 63.2 

70～74 歳 56 12.5 17.9 5.4 1.8 1.8 - 5.4 - 67.9 

女
 

13～19 歳 68 19.1 14.7 2.9 2.9 1.5 - 2.9 4.4 57.4 

20 代 133 21.1 8.3 12.0 4.5 3.8 3.8 3.0 4.5 54.9 

30 代 180 18.3 17.2 6.7 3.3 4.4 1.1 2.2 1.7 59.4 

40 代 160 13.8 19.4 8.8 8.8 5.6 3.8 3.1 6.3 51.9 

50 代 130 21.5 13.8 9.2 1.5 2.3 3.1 3.1 2.3 60.0 

60 代 162 17.9 16.0 10.5 2.5 0.6 4.3 2.5 2.5 55.6 

70～74 歳 63 11.1 12.7 11.1 1.6 4.8 1.6 3.2 - 69.8 

（注）網掛け部分は、東京・大阪間、男・女間に信頼度 95％水準で有意差があることを示す。 

 

 

 


